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熱帯林造成技術テキストの発刊にあたって 

毎年L540 万ヘクタールにも及ふ熱帯林が消滅し、地球規模での環境 

問題として早急な対策が必要とされております。 

このような中で、今後わか国には多くの国よりこれまで以上に林業協 

力の要請が増大するものと予想され、これに対処するためには国際林業 

協力に従事する人材の育成等の国内支援体制の強化が必要とのことから、 

1991年春、財団法人国際緑化推進センターが設立されました。 

当センターでは事業の一環として、企業やNG0等の民間機関による林 

業協力に従事する人々やこれからの林業協力を担うであろう青少年を対 

象にして、熱帯林の造成技術についての研修会を開催いたしております。 

この熱帯林造成技術テキストはこれら当センターで行う研修の教材と 

して使用するとともに、林業協力に従事する人達にも活用頂ければと作 

成致すものであります。 

本テキストは熱帯林など侮外の森林‘林業に関してシリースでの発刊 

を考えており、著者につきましても現地での実地経験豊かな方をお願い 

し、現場ての手引き書としても直ちに使えるようなものを作成して参り 

たいと考えております。 

本テキストが今後、わが国の国際林業協力に従事する人々に少しでも 

役立ち国際林業協力の推進に些かでも貢献出来れはと願いつっ木テキス 

トを発刊致すものであります。 

1994年3 月 

（財）国際緑化推進センター 

理事長 秋山智英 
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熱帯の土壌 
―基本的性質と調査および分類方法ー 

I ．はじめに 

熱帯とは、一般に赤道を中心にして、南北両回帰線に狭まれた両半球 

にまたかる地帯のことてある。気候的には、年平均気温か20℃以上、 ま 

たは最寒月の月平均気温か18℃以上であるなと、年間を通して高温で気 

温差も少ない。しかし、降水量は、赤道直下では概して多いのに対して、 

亜熱帯寄りの地方で少なくなるなと、量的な変化か大きい。そのため、 

降雨林、雨緑林、サハンナ、及び沙漠など変化に富んた植生タイプか存 

在する。 

また、地質的には、過去の火山盾動や地殻変動及び長期にわたる大規 

模な浸蝕・運搬・堆積作用などの影響により、いろいろな種類の堆積物 

や岩石類か複雑に入り組んで分布しており、しかもそれらの風化・変質 

の程度かそれそれいろいろと異なる。そのため、土壌の母材としての地 

質か非常に複雑てある。また、地形も一般にそれ程急唆ではないが、微 

地形的には変化に富んでいる場合か多い。 

そのように複雑な土壌生成環境を反映して、熱帯地域には、極めて多 

種多様な土壌が生成・分布している。それらの土壌は、一般に森林伐採 

や山火事及ひ放牧なとの外部からのインパクトに対して比較的脆弱であ 

り、特に裸地化すると容易に理化学的およひ生物的性質か劣化し、土壌 

浸蝕などを誘発して荒廃する。 

FAQの発表（1993）によると、近年森林破壊、不適切な土壌の管理や 

利用、及び過放牧なとか原因で、世界全体で年々700万haもの土地か荒 

廃している。これは、20年間でアラスカに匹敵する面積の土地か不毛化 

していることを意味しており、しかもそのほとんどか、アフリカ、アシ 

ア、中南米などの熱帯地域で進行しているといわれている。 
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土壌は、地球上の各種陸上生態系の成立基盤として重要な働きをして 

いると同時に、非常に数少ない貴重な再利用可能資源でもある。従って、 

一旦土壌の理化学性が退化し浸蝕荒廃すると、周囲の環境、ひいては地 

球環境に及ぽす影響は計り知れない程大きいのみならず、人類の存亡に 

も関わる重大事でもある。しかも、それを再生するには、 1 cmの土層の 

再形成に100-400年を要すると推定される程、大変な時間とエネルギー 

を必要とする。 

従って、限りある土壌資源を保全しつつ効率良く利用し、できるだけ 

良好な状態で次の世代に引き継ぐためには、その肥沃度や立地環境に応 

じて、自然の地力を損なわないような、自然と調和した適切な維持管理 

を進めることが大切である。また、既に世界各地、特に熱帯地域に広大 

に存在する荒廃地に森林を造成して、その生態的な力をうまく利用して 

物理的、化学的、生物的に生き返らせることも極めて大切である。 
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 写真1 森林破壊により禿山となった地帯を搬送されるラワンの大木 

（フイリピン、ルソン島） 
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写真2 焼畑のための山焼き（インドネシア、東力リマンタン） 
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写真3 焼畑で栽培される胡椒（向う の杭だけの所は放棄された焼畑） 

（インドネシア、東力リマンタン） 
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写真4 地力を使い果たし放棄された荒廃地 

（フイリピン、パンタバンガン） 

熱帯地域における健全な土壌の維持増進が、円滑な生物生産や陸上生 

態系の保全、ひいては地球環境の保全にもつながる。 

そこで本冊子では、そのような熱帯の土壌を理解するために基本的に 

必要な事柄、即ち、土壌はどのように生成され、いかなる性質を持って 

いるか、及びそれらの調べ方や分類方法などについて、熱帯の土壌を中 

心に述べてみたい。 
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(フィリピン、バンタバンガン)
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1 ．土壌とは？ 

1）ー般的特徴 

土壌とは、地殻の表面を構成する各種岩石の砕屑物や、その風化変質 

物などの無機鉱質物からなる骨格に、植物や動物などの生物の遺体に由 

来する各種有機物か混入することによって、地球の最表層に生成された 

ものであり、そこには多種多様の生物か無数に生息している。 

しかも、それら無機物、有機物及び生物は互いに影響を及ほしあって 

おり、それら相互のハランスの上に有機的に統合された土壌の世界が形 

成されている。そのため、土壌は大気や水などと同様に自然史的生成物 

のーつとされている。 

そのようにして生成された土壌は、下図のような地表に平行な幾つか 

の層位（H on】 z on）からなるのか普通である。 
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図1 土壌断面模式図 
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2）土壌の主な働き 

土壤は、植物に利用可能な各種養分、水分、及ひ空気を貯蔵しており、 

必要に応してそれらを植物の根に供給する。一般に、このような能力は 

地力（Fertility) と呼ばれ、土壌の最も重要な性質のーつとされている。 

植物はそれら養分や水分を吸収し、太陽ェネルギーを利用して光合成を 

行い、炭水化物などの有機物を生産する。このようにして生産された有 

機物か、直接あるいは間接的に、陸上のほとんと全ての生物のエネルキ 

ー源として利用され、それらの生存を支えている。 

また土壌は、多数の土壌動物や無数の微生物の快適な住家であると同 

時に、活動の場でもあり、それらの共同作業により、土壌表面に還元さ 

れた植物や動物に由来する有機質遺体の分解・無機化か絶えることなく 

行われている。その結果生成される各種の有機ならびに無機化合物か土 

壌中に蓄積され、それらは再ひ養分として植物に利用される。 

このように、植物や動物の遺体、即ち、有機性廃棄物の分解処理、い 

わゆる天然のネゲントロピイ作用か土壌で絶えす行われているおかけで、 

陸上生態系の崩壊か防かれ、緑の地球か保たれているのである。 

以上のように、土壌は陸上生態系における物質やェネルギーの流れの 

場であるとともに、地下の岩石圏と地上の生物圏とをつなくパイプの役 

割りも担っているなと、各種陸上生物の生存ならびに地球環境の保全の 

ために基本的に重要な働きを果たしている。 

-6 -

2)土壌の主な働き

土壌は、植物に利用可能な各種養分、水分、及ひ空気を貯蔵 しており、

必要に応じてそれらを植物の根に供給する。一般に、このような能力は

地力 (Fertlllty)と呼ばれ、土壌の最も重要な性質の一つとされている。

植物はそれら養分や水分を吸収し、太陽エネルギーを利用して光合成を

行い、炭水化物などの有機物を生産する。このようにして生産された有

機物か、直接あるいは間接的に、陸上のほとんと全ての生物のエネルキ

ー源として利用され、それらの生存を支えている。

また土壌は、多数の土壌動物や無数の微生物の快適な住家であると同

時に、活動の場でもあり、それらの共同作業により、土壌表面に還元さ

れた植物や動物に由来する有機質遺体の分解・無機化か絶えることなく

行われている。その結果生成される各種の有機ならびに無機化合物か土

壌中に蓄積され、それらは再ひ養分として植物に利用される。

このように、植物や動物の遺体、即ち、有機性廃棄物の分解処理、い

わゆる天然のネゲントロピイ作用か土壌で絶えす行われているおかげで、

陸上生態系の崩壊か防かれ、緑の地球か保たれているのである。

以上のように、土壌は陸上生態系における物質やエネルギーの流れの

場であるとともに、地下の岩石圏と地上の生物圏とをつなくパイプの役

割りも担っているなと、各種陸上生物の生存ならびに地球環境の保全の

ために基本的に重要な働きを果たしている。

- 6 -


